


























































































Brigitte Le Roux は、「多重対応分析を用いればブルデューのような分析が
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図 2　データ分析のレイヤー
3.2 実験計画法 /分散分析と GDA（幾何学的データ解析）
こうした構造化された分析を、Le Roux たちは、実験計画法と分散分析を











































ている Brigitte Le RouxとHenry Rouanetだということである。このふたりは、
ブルデューとも一緒に仕事をしており、対応分析の始祖であるベンズクリの
直系の弟子である。
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を紹介した先駆的な文献である、Lebert et al. 1984の翻訳書である、大隅、







































GDAに関して体系的に書かれたものとしては、Le Roux, Rouane 2004があ
がられるが、なにぶん、大著であるのと英語である。しかし、この同じ著者
による SAGE出版による「Multiple Correspondence Analysis」の翻訳刊行が
近々行われるという動きも聞いている。（なお、Le Rouxたちが本書で触れ
ている Specific versionの MCAがある。これはトニーベネットの著書のなか












2） Le Roux, Rouanet 2010の第 1章に、ブルデューの統計手法が年代区分とともにまとめられている。










5）Le Roux達が、Specific MCAと呼ぶMCAの versionは、Greenacreが Subset MCA（Greenacre 2017）
と呼ぶものである。
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